
平成２２年度一般会計当初予算説明資料
小中学校課 (７５１３）
特別支援教育課（７５１４）

高等学校課 (７５３９）

本年度 前年度 比 較 財 源 内 訳 備 考
事 業 名

国庫支出金 起 債 その他 一般財源
教員定数・非常勤
講師の充実
トータルコスト ―
従事する職員数 ―
主な業務内容 ―
事業内容の説明
１ 事業の概要

様々な教育課題に応じた教員定数の拡充、非常勤講師等の配置を行う
○教職員定数(標準法・法外定数・定数外）

校種 平成２２年度 対前年度増減
小学校 ２，６７６ △１４
中学校 １，４７２ △３３
高等学校 １，４７１ △３０
特別支援学校 ６６８ △１８

(単位：人）
２ 事業内容
（１）教員定数（主なもの）

対前年度増減区 分 配 置 の 目 的
小中学校における少人数学級等
の実施（小中学校課）

小学校 引き続き実施
（１０３人→９５人） △８人

内訳：少人数学級 ９６人→８８人
複式解消 ７人→ ７人

中学校 引き続き実施 １１人
（６０人→７１人）

発達障がい教育支援教員 現在倉吉養護学校に設置している自閉症を中
（特別支援教育課） 心とした「発達障がい教育拠点（通級指導教 ２人

室 」を東部・西部圏域にも拡大し、幼・小）
・中・高校の幼児・児童・生徒のニーズに応
じた発達障がいへの専門的個別指導を行う。
（１人→３人）

高校教育改革関連教員 ・特色ある学科・コースの教育を充実させる
（高等学校課） ・総合選択制高校における特色ある教育課程 △２人

(一部学校を実施する
の学級減）・鳥取緑風高校の教育水準を維持する

・米子白鳳高校の教育水準を維持する
（３５人→３３人）

定数補充教員 １学級を３８人定員とすることにより不足す
（高等学校課） る教員を定数補充教員として措置する。 －

（ ８人→ ８人）
専攻科教員 専攻科教育の充実を図るための教員配置

（高等学校課） （８人→ ８人） －
教育相談員の配置 「臨床心理士」資格を有する常勤の教育相談

（高等学校課） 員（任期付）を各地区に配置し、高等学校生 －
徒に対し教育相談を行うことにより、教育相
談体制の充実を図る （３人→３人）。

学校図書館司書の配置 学校図書館の活用を図り、学習情報センター
（高等学校課） としての役割を高めるため、常勤の図書館司 －

書を配置する （２４人→２４人）。
学校技能主事 平成１８年度から１０年間を目途に、学校技

（高等学校課） 能主事の人員を１校１名体制に移行。 △２人
（３４人→３２人）



（２）非常勤講師等の配置（主なもの）

対前年度増減区 分 配 置 の 目 的
（新）小学校外国 小学校５・６年生における外国後活動におい

小学校 後活動支援員 て、新学習指導要領の趣旨を踏まえ、学級担 ４０８人
任と一緒にティームティーチングを進める英(小中学校課)

語の堪能な地域人材を非常勤講師として配置
する。 （０人→４０８人）

新学習指導要領対 新学習指導要領移行期間に入ることに伴う小
小学校 応等非常勤講師 学校４年生から６年生の授業時間増への対応 ８人

等を目的として非常勤講師を配置する。(小中学校課)

（１６人→２４人）
美術非常勤講師 定数上、美術教員が配置できない学校に美術

中学校 非常勤講師を配置する。 △１人
（６人→５人）(小中学校課)

小学校 特別支援学級支援 ３以上の学年で構成されている特別支援学級
中学校 非常勤講師 で、児童生徒の障害の実態に応じた学習の充 １３人

実を図るために非常勤講師を配置する。(小学(小中学校課)

校６０人→７０人、中学校１８人→２１人）
（７８人→９１人）

小学校 指導方法工夫改善 習熟度別少人数指導など、指導方法工夫改善
中学校 等非常勤講師 の取組を行っている学校に非常勤講師を配置 △２６人

する （小学校４３人→２４人、中学校１９(小中学校課) 。
人→１２人）

（６２人→３６人）
小学校 小規模サポート非 ７学級以下の小規模小学校における学校運営
中学校 常勤講師 の円滑化、児童のさらなる教育活動の充実を －

目的として非常勤講師を配置する。(小中学校課)

（２０人→２０人）
中学校・ スクールカウンセ 不登校や問題行動などの改善を図るため、中
高等学校 ラーの配置 学校・高等学校・特別支援学校に臨床心理士
・特別支 等をスクールカウンセラーとして配置する。 ２人
援学校 （中学校 ６０人→６０人）

（高等学校１１人→１１人）(小中学校課)

（ ）(高等学校課) 特別支援学校 ３人→５人
※中学校・高等学校は、教育相談員を含めて(特別支援教育課)

全校配置
、小学校・ ＬＤ等特別支援非 特別な支援や配慮が必要な児童生徒が在籍し

中学校 常勤講師(※） 学級経営等が困難な学級に非常勤講師を配置
する （小学校１５人 中学校５人） －(小中学校課) 。

（２０人→２０人）
高校教育改革に伴 総合学科における授業時間数増加及び数学・

高等学校 う非常勤講師の配 英語の学力向上に対応する非常勤講師の配置 ２人
置 （１５人→１７人）(高等学校課)

就職支援相談員の 進路指導を充実するため、民間企業での豊富
高等学校 配置 な経験を有する者を就職支援相談員（キャリ －

アアドバイザー）として配置する。(高等学校課)

（１５人→１５人）

※注 ：学習障害LD


